
No 申請団体名 本拠地 団体URL 活動対象地域 事業名称 事業概要

1 にじいろほっかいどう 函館市
https://nijiirohokkaido.jimdo

free.com/
渡島／函館市

社会的居場所を核と

した働き方と暮らし

方の共生の実現〜地

域コミュニティにお

ける障がいのある

LGBTQの受容を目

指して

近年、LGBTQという言葉が日常的に広がっている。地方自治体でのパートナーシップ制度の

導入が全国的に広がっていることは、LGBTQ当事者の安心と可視化に繋がっているが、あく

まで法的な保証がない状況では、十分とは言えない。同時に無知としか言いようがない差別

発言が、主に政治の現場から発せられている。LGBTQに対する差別を禁止すること、また同

性カップルをはじめとして、現在婚姻ができないLGBTQ当事者への法的に保証することは、

人権擁護の観点からも早急に行われるべきであると考える。

当団体は①交流イベント開催による当事者の孤立の解消②講演会などイベントによる啓発、

この２つを活動の大きな柱としている。

本助成事業でまず核になるのは、居場所の整備である。どこにいつ相談していいのかわから

ないといった悩みを持つLGBTQ当事者にとって、恒常的なコミュニティスペースが設置され

ることは、これまで以上に充実したサポートが期待できる。運営にあたっては、敷居の低さ

と安心感、アクセスしやすい雰囲気を意識したハード面、スタッフのスキルアップも居場所

事業の維持のために大切なことである。

また、LGBTQの課題に限らず、存在が潜在化し、社会的に排除されがちな、あらゆる人々へ

の支援を行うことも重要な事業である。行政や企業、地域の人々や関係機関と連携すること

で、より社会課題にフォーカスしたテーマの講演会、当事者や家族、地域の人々に対する

様々なイベントを開催し、他者とのつながりや社会参加の意義を体感してもらえる機会をつ

くっていきたい。

当団体の本事業、私たちができる支援とは、こちらが何かを“してあげる”ことではなく、対象

の当事者が自分の意思でその一歩を踏み出すための足場を作ることだと認識している。事業

に関わる人々、そして函館・北海道に暮らすすべての人が、個の尊重のもとで共生できる社

会の実現に貢献していきたい。

2

特定非営利活動法人北海道

レインボー・リソースセン

ター　L-Port

札幌市 https://l-port.net/
石狩／札幌市

上川／旭川市

望まない孤立に陥り

やすいLGBTQ当事

者のセーフティネッ

トから、社会参加を

望むLGBTQ＋当事

者のサポートまで／

主に障がいのある

LGBTQ+を対象とし

たワンストップ支援

の構築

①SNSによる分野横断での専門的相談窓口の体制拡充

セクシュアリティと障がいのこと、どちらも安心して話せるような相談窓口の確立を目指

す。現在はセクシュアリティに特化しての相談窓口として設置している「にじいろtalk-talk」

について、セクシュアリティに関する専門相談としての立ち位置はキープしたまま、それま

でセクシュアリティについての悩みが大きくて障がいに関する支援や社会資源に触れて来な

かったり、安心して話すことができなかったりした方でも差別されることなく必要な専門的

知識や社会資源にアクセスする手伝いができるような窓口への体制拡充を行う。

②よりインクルーシブなLGBTQ+やそうかもしれない人向けの居場所作り事業

札幌市で開催しているLGBTQ+当事者やそうかもしれない人向けの少人数型居場所「にじい

ろ談話室」について、個々の特性・障がいに合わせた柔軟な対応が可能な場への改革を行

う。また、都市部に偏りやすいコミュニティ事情の解消のため「出張！にじいろ談話室(仮)」

と題した旭川市での居場所事業実施と、その土地で交流会を行いたいと考えている潜在的な

活動主体の発掘を行う。将来的にはその土地においてLGBTQ+当事者が人的つながりを得る

場所として自走できるように支援する。

③障がい、LGBTQ+と就労、防災のワークショップ実施とパンフレット等の作成、関係機関

への配布

障がいを持つLGBTQ+当事者として就労している方を招いてのワークショップと、防災の専門

家や実際に避難所を運営する行政機関と連携した災害時の対応に関するイベントを行うこと

で、複数のマイノリティ性を抱えながら働くこと、被災した時にどんな現実に直面するのか、

ということについてのロールモデルを獲得する機会を創出する。また、障がい支援・

LGBTQ+支援の視点双方からの他団体との意見交換を実施し、得られた知見を広く発信す

る。

3
特定非営利活動法人地域生

活支援ネットワークサロン
釧路市 https://n-salon.org/

釧路を拠点に全

国

カミングアウトから

自己表現へ　真の社

会参加創造事業／共

生社会のアバンギャ

ルドと探求する社会

変革

セクシュアリティにおいて何らかのマイノリティ要素がある人たちや認知理解に凸凹がある

人たちなど、強い個性や特性、属性を持つ人たちはいわゆる社会的マイノリティとして、日常

生活や社会生活において困難を抱えることが多い。その大きな理由は平均的で標準的な多数

派の人のために社会の様々な仕組みや様式、常識が構成されているため、フィットしないど

ころか、排除を生み出している背景にある（社会モデルの発想）。しかし、現実では本人の

マイノリティ性＝課題とみなされることも多く、機会からの排除により生じる困難が自己責

任とされ、努力や過剰な社会適応を求められる状況も根強い（個人モデル）。近年ではそう

した人たちを理解、支援するためにLGBTQや発達障がいなど理解されやすいカテゴリーや表

現が普及しているが、一方ではそうしたカテゴリーは当事者をいたずらに対象化することで、

当事者から力や機会を奪ってしまったり、社会として根本的に取り組むべき課題を分かりに

くくする側面がある。

本事業はセクシュアルマイノリティと発達障がいのダブルマイノリティに代表されるような複

数のマイノリティ要素をもつ人たちを共生社会のアバンギャルドとして重要な役割と位置づ

け、それらの人たちが感じる生きづらさや困難をよく聞き（相談・研究活動）、ともに学び

（研修活動・啓発活動）、解決の手立てのために試行事業（住まいの場の提供、労働環境整

備や調整の促進）することを通じて、今の社会にとって根本的に必要な課題は何なのか問い

直し、それを明らかにするプロセスを通じて、社会変革と公正社会を推進していく。

4
特定非営利活動法人リカバ

リー
札幌市 https://npo-recovery.org/

札幌市および近

郊

 北海道全域

カフェで出会う・語

る・働く:LGBTの就

労支援事業

本事業では大きく２つの事業を展開する。第一にLGBT支援団体と連携しながら、多くの社会

的障壁によって精神的不調を抱えるLGBT当事者のうち、メンタルヘルスの安定をはかるため

の心理的援助、他者との交流、就労にむけた準備などを望む人への直接的援助をおこなう。

具体的には、①LGBT支援団体との定期的な連絡会議の実施、②支援対象と思われるが支援の

受け入れに躊躇する場合の動機づけ、③実施団体の利用に関する見学や個別相談、④就労準

備として多様な作業およびプレ就労の場面提供、⑤一般就労に向けた援助、⑥就労後の定着

に向けたフォローの6つをおこなう。なお④では実施団体が運営するカフェを用い、LGBTが

交流する機会を提供する際に当事者が中心となってその運営をおこなう。第二にLGBTが精神

的不調を抱える際に出会う医療・保健・福祉の専門職に対し、彼らの抱える現実やニーズを

十分理解するための研修を実施する。具体的には、①LGBT支援団体から講師を招き、専門職

研修(対面およびオンライン)を実施する、②個別事例検討会の開催、③対人援助職に向けた

LGBTへの理解を促進するための冊子を製作し頒布する、の３つをおこなう。

5
社会福祉法人恩賜財団済生

会支部 北海道済生会
小樽市

https://www.saiseikai.or.jp/

facilities/0191-0007/

小樽市および近

郊

社会的マイノリティ

(ダブルマイノリ

ティ)の方々の安心

安全、やりがい、生

きがいを見つめるプ

ロジェクト／「小樽

築港ウエルネスタウ

ン」商業施設を使っ

た居場所と活躍の場

の創出

当法人が進めているソーシャルインクルージョンのまちづくり"小樽ウエルネスタウン構想"の

もと、以下の事業を展開し、社会理解の促進を牽引すると共に、当事者が安心して過ごせる、

未来への希望を持てる地域社会づくりを目指す。

①相談窓口/生活支援

・済生会地域包括連携士等による相談窓口を開設。

・無料定額診療や物資支援。人目を気にすることなく調理食品を受け取れるフードバンク自

販機を開発と活用。

・支援人材の育成

②居場所づくり

・商業施設にある健康福祉ゾーン「済生会ビレッジ」を拠点とした居場所づくり。

・共生型地域食堂の開設。当事者参加型で、やりがいを感じら得れる事業運営。

・商業施設と連携し、当事者心理を考慮した多機能トイレやフィッティングルーム設置。多様

制に対応したユニフォーム開発。

③就労支援/社会参加

・済生会事業所で当事者受け入れ。(就労要支援者へも対応。)

・アート×生業イベントを開催。作品を制作イベント開催とアーティスト育成。

④就労環境整備

・商業施設テナントや地域企業等と連携した職業体験、就労受入れ助言。

⑤成果の波及/アドボカシー

・行政等への事業報告、情報共有、提言など。

・市民への理解促進イベント開催。

https://nijiirohokkaido.jimdofree.com/
https://nijiirohokkaido.jimdofree.com/
https://l-port.net/
https://n-salon.org/
https://npo-recovery.org/
https://www.saiseikai.or.jp/facilities/0191-0007/
https://www.saiseikai.or.jp/facilities/0191-0007/

